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自閉症状を示した障害児の学校適応に関する追跡研究■X（1）

　　　　　　　自閉症児の普通学級適応についての検討

石川　　泰＊　佐竹　真次＊ 園山　繁樹＊　小林　重雄

　本報は幼児期に治療教育訓練を受けた後，小学校普通学級に入学し，その後中学校普通学級に入学した

自閉症児5名にっいての9年目の報告である。調査は，主に田中ビネー知能検査及びS・M社会生活能力検

査を用いて行われ，その結果の検討及び小学校6年時の調査結果との比較から以下の諸点が明らかになっ

た。1）IQとSQはおおむね良好な水準にあった。2）IQとSQの問には明確な関係一性は認められなかっ

た。3）小学校6年時の調査結果と比べると，IQは安定しており，SQは安定もしくは若干の上昇を示し

た。

キーワード：自閉症児　　追跡研究　　杜会生活能力

　1．問題と目的

　本報は，幼児期に治療教育を受けた後，小学校

普通学級に入学した自閉症児の学級適応について

の一連の経過報告（板垣ほカ），1979；山根ほか，

1980；板垣ほか，1981；園山ほか，1983；園山ほ

か，1984；園山ほか，1985；佐竹ほか，1986；佐

竹ほか，1987）の続報である。調査は，対象児の

小学校入学年度から一年毎に行われ，本報はその

第9回目，即ち中学校第3学年時の報告である。

　前回の調査（佐竹ほカ），1987）では，SG式職業

興味検査，教研式一般職業適正検査，母親及び本

人へのインタビューがそれぞれ実施され，結果に

っいての報告がなされた。そして，1）職業興味

検査においては各白がそれぞれ独特のプロフィー

ルを示しており，対象児問の共通的特徴はほとん

どみられない，2）職業適正検査においては，対

象児に共通して精密運動的技能のほうが知覚・認

知的技能よりも低い，などの諸点が明らかにされ

た。

　ところで，本対象児たちは，いよいよ義務教育

の最終学年に達し，進路の選択という重大な問題

に直面するに至っている。彼らはおおむね高校あ

るいは専門学校への進学を希望しており，進学に

先立って，その知的能力及び社会生活能力の様相

がいかなるものであるかを詳細に検討することが，

将来を展望する上で大きな指針となることが期待

される。

　そこで本研究では，各対象児の知的能力と社会

生活能力の状態，過去3年問における変化の状況，

実生活での適応状況，及びそれらと進路選択との

関連性を明らかにすることを主要な目的として，

1）田中ビネー知能検査，2）S－M社会生活能力

検査，3）母親と本人に対するインタビューから

なる調査が実施され，小学校6年時における調査

結果（園山ほか，1985）との比較のもとで結果が

考察される。

ヰ　心身障害学研究科

　2．方　　法
　（1）調査方法

　対象児の知的能力及び社会生活能力を調べるた

めに，S－M社会生活能力検査，田中ビネー知能検

査をそれぞれ実施し，あわせて家庭・学校での適

応状況，および進路・職業に対する希望・見通し

を調べるために母親と本人へのインタビューを個

別に実施した。調査は1986年8月末に筑波大学付

属養護学校において行われた。なお対象児のうち

の1名（E児）については，諸般の事情から母親

を通しての資料収集（S－M杜会生活能力検査およ
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Tab1e1． 対象児の概要

A B C D E
性別・生年月 男子1971，9 男子1971，7 男子1972，2 男子1970，11 女子1972，2

主　　　　訴 他児と遊べない。 言葉の遅れ 他児と遊べない。 言葉の遅れ。落 言葉の遅れ。ひ

落ちっきがない。 ちつきがない。 とり遊びが多い。

指示に従えない。

生　育　　歴 熟産。吸引分娩 陣痛微弱。早期 熟産。正常分娩 熟産。正常分娩 熟産。早期破水

生下時体重 破水。吸引分娩 始歩　11ヵ月 生下時体重 生下時体重

3，760g 生下時体重 始語　17ヵ月 2，800g 3，200g

始歩　11ヵ月 3，140g 始歩　11ヵ月 始歩　10ヵ月

始語　9ヵ月 黄疸が強かった 始語　12ヵ月 始語　42ヵ月

始語　12ヵ月

大学での 1年10ヵ月 2年5ヵ月 1年8ヵ月 2年4ヵ月 1年10ヵ月

訓練期間
指導経過 1976，5－1977，9 1975，10－1977，9 1977，5－1978，2 1975，11－1977，2 1976，5－1977，9

個　別 個　別 個　別 個　別 個　別

1977，6－1978，2 1977，6－1978，2 1978，1－1978，12 1977，6－1978，2 1977，6－1978，2

小集団 小集団 小集団 小集団 小集団

1978，4一 1978，4－1982，3 1978，4－1983，3 1978，4－1984，3 1978，4一

家庭教師 家庭教師 家庭教師 家庭教師 家庭教師

就　　　　学 1年猶予 情緒障害児学級

に5年まで通級。

普通学級では1

年時のみ介助員

がつく。

Tab1e2． 検査結果

田中ビネー 社会生活能力

’83　　　　　　　　　’86 ’83　　　　　　　　’86

対象児 CA　　　MA　　　IQ　　　MA　　　IQ　　　SA　　SQ　　　SA　　SQ

A
B
C
D
E

14：11

15：01

14：06

15：09

14：07

12：！0

8：08
10：06

8：08
12：06

108

71

91

68

109

17：02

10：06

14：11

9：10

115

73

106

66

10：08

12：00

9：08
10：03

12：00

89

98

84

80

104

13：00

12：06

10：08

11：09

13：00

！00

96

82

90

100

びインタビュー）のみとなった。

　（2）対象児
　対象児は，小林の基準（1980）によって白閉症

と診断され，就学前に筑波大学心身障害学系知能

障害研究室で指導を受けた後，1978年4月に小学

校普通学級に入学した中学3年生5名である。各

児の概要はTab1e1示すとおりである。

　3．結　　呆
　（1）知能指数と社会生活能力指数

　Tab1e2に，田中ビネー知能検査における精神年

齢（MA）と知能指数（IQ），及びS－M杜会生活能

力検査による社会生活年齢（SA）と杜会生活能力

指数（SQ）を示す。83年（小学校6年時）からの

推移をみると，IQはほぼ安定した値を示している

が，C児にっいては比較的大きな変動（91→106）
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を示していることがわかる。一方，SQについては

A児とD児で上昇しているのに対して，他の対象

児では，安定もしくは若干の下降を示しているこ

とがわかる。尚，知的能力と杜会生活能力の関係

を大まかにとらえるために，IQとSQをそれぞれ

横軸と縦軸とする座標上に各対象児をプロットし

たものを示す（Fig．1）。

　（2）S－M社会生活能力検査のプロフィール

　Fig．2に，対象児ごとのS－M社会生活能力検査

のプロフィールを示す。83年の調査結果（小学校

6年時）と同様に「集団参加」のSAが相対的に低

くなっているが，領域問のばらつきは見かけ上お

おむね少なくなっている。

　（3）S・M杜会生活能力検査の項目分析

　Tab1e．3に，発達段階指数V以上の項目毎の各

児の習得状況を，Tab1e．4に，未習得項目の内容

及びその項目が未習得であった対象児の人数を示

す。

　4．考　　察
　（1）知的能力の様相

　田中ビネー知能検査の結果を見るかぎり，対象

児たちの知的能力は正常もしくは若干遅れている

程度であり，おおむね良好であった。そのなかで

比較的低いIQを示したB児とD児の不合格項目

を分析してみると，B児では記憶力が問われるも

の（例えば（55）文の記憶，（63）図形の記憶，（67）話の記

憶，（7D記憶によるひもとおし等），D児では，回答

に言葉による表現が要求されている間題（例えば

（54理解，㈹話しの不合理，㈹場面の理解等）が比

較的多く不合格であることが分かった。
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　　　　Fig．1．　IQとSQの関係一

　（2）社会生活能カの様相

　　（検査の適用上の問題）

　S－M杜会生活能力検査は，通常適用年齢が13歳

までであり，本報の対象児のように比較的良好な

発達を示している生徒の調査に使用する場合には，

測定結果を解釈する際に適用上の問題を考慮に入

れる必要が生じてくる。例えば，A児とE児に関

してはそれぞれ4領域，5領域で，領域別のSAが

算出されるSAの上限に逮しており，プロフイー

ノレに示される領域別のSAのばらつきが見かけ上

C児

D児

　棚　　減s6身辺自立　S1川1口

　　　釦岐別祉全生椿隼令I23’5‘78010111，1コ1‘15オ

　
移
　
　
助
工

L＝　．

　作　’業皿　○川

　
意
志
交
換
o

C　　l
5葉団参加　So！i■l1藺Ii…so白已統制　S1卜O．　一．

領　倣 　■　L領赦別祉ム生活年令

馴身辺自立 百　’　5　0　7　田　9　101112Iヨ1’I；・
SHHl’

［移　助
L　“

○作　’巣　u肚叩31ioo○意志交換　Co衙而山ni蜆一ions臭団参加

S　111
l1自己叩　5HD　一

嗣　　倣 楓峨別杜　生括年令
　身辺自立馴　s1川1， 23’5‘一8910111＝ljllI；オ
　
移
　
　
助
ユ

L　l
　作　一巣0　○叫

　意志交換o　C　　一

　
集
団
参
加
；

S　l－1
　自已統制；o　sHD　一

固　　触 厘峨別祉一　生活年令
　身辺自立酬　SHH1p 1　2　3　’　5　0　7　0　，　lO　l1l！I］1’I肘

　
移
　
　
動
［

L　　t
　作　’藻0　0刺

　
意
志
交
換
o

C　　　一　
纂
団
参
加
5

s　l－1
　直己統制；o　SHD　l

嗣　　胞 固城別祉。　生活年
　身辺自立；l1　511Hlp

123’50一畠9ml112IコH15
　
移
　
　
動
ユ

L　　一

　作　　業一〇　　〇刺

　意志交換［　C　　　t

　
集
団
参
加
s

Sll　l
　自己統制s皿　S！lI・O’　一’o

E児

　　　　　　　　　　　　　　　　　一1986年’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1983年

Fig．2．　S－M社会生活能カ検査の領域別プロフィー㍗

一61一



↑

寸
＞

蟻
恕
聖
謎
蝋
絆

温1剛軸時1饗1轟1嚢

貝1　1　1憎1回1「o
廊1継1辻1擬1鍬1佃

騨擬

11一TT一「■一1’T’「；

十1＋1＋1＋1＋

＋llllllll
＋1＋1＋1＋1＋
士」．士．！．1．」．士．■

士一．士、一．I．」、士．は

士」．⊥．L■．」．⊥、■

ll＋lll■1＋
一ト1＋l　l　1　l　I＋

．■．1■1－111＋

士一．」．μ一．士μ

十■一ト’十■　1　1＋

＋1．十！十1．11＋

；1；’I；1＋’「；

一ト，→ト1一ト1＋，十

十1＋1＋1＋1＋

＋lll111■十

十1＋■十■十1＋

＋1＋lll＋1＋

士1＋1＋1＋1＋

＋1＋1＋1＋一十

十：十：十1＋1＋

＋1＋1＋1＋1＋

士1＋1＋1＋1＋

＋1＋lllll＋
士」．士．は」一士、ぱ

士」．士、し士」．士、二士

十1＋■十■十1＋

ニト1＋I　I　一一ト1＋

一トI　1　1　1　1　1　，十

士」．■士」．1．μ

■1＋1■1＋1■

十1＋1＋■十1＋

＋1＋1＋1＋1＋

＋1＋1＋1＋1＋

＋；十1＋1＋1＋

士」．士．し士」．士．L士

十1＋1＋1＋1＋

、．士．μ一．士．に

十1＋lll＋1＋
士」．士．⊥士」．士．L士

十■一ト1＋1＋■十

十Irト1＋’一ト■十
■一‡’i一■一’1一；寸；

十，十1＋1＋1＋

＋1＋1＋1＋＝十

十1＋1＋1＋■十

十1＋1＋1＋＝十

十1＋1＋1＋1＋

＋I一ト1＋1＋1＋

士．1．士．⊥士」一士．し士

十I一ト1＋1＋■十

十1＋1＋1＋1＋

く1凹■OlOl｝

女嚇虫

一62一



身辺白立
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意志交換

集団参加

白已統制

Tab1e．4． S－M杜会生活能力検査の未習得人数別項目

未習得　発達段　項目

人数　階指標

VI1　　118

Vl1　　112

1　　　Vl1　　120

4　　　VI1　　130

3
3
2

1

3

Vll

Vll

VI

Vll

Vll

Vll

V1l

Vll

VI

114
119
100

128
121
122

125

！23

101

3　　　VI　　　99

！　　　Vl1　　126

1　　　V　　　　91

1　　　V

3　　　Vll

　87

124

VI　　106
VI　　102

内　　　　　容

食事作法をきちんと守れる。

花を飾ったり，絵を貼ったりして，自

分の部屋や教室をきれいにしようとす
る。

必要に応じて乗り物の時刻表や料金表

を利用できる。

簡単な電気器具（コンセント，ソケッ

トなど）の修理ができる。

ボタンつけができる。

簡単なおかずなら作れる。

掃除機，洗濯機などの家庭電気器具が

扱える。

敬語を正しく使い分けられる。

相手の立場を考えて話すことができる。

新聞の記事や小説などを読んで理解で

きる。

テレビのニュースや時事に関心を持っ。

日常接している学校や地域の友人以外

の人間関係にも関心を持っ。

野球（ソフトボール），バスケットボー

ル，サッカーなどをルールに従ってで

きる。

年下の子どもの世話や子守などを安心

してまかせられる。

おとなの指導者がいなくても，グルー

プで会合やハイキング，スポーツなど

の計画をたてて実行することができる。

学級会（ホームルーム）で自分の意見

が述べられる。

ナイフなどの刃物を注意して扱える。

いわれなくても自分で計画をたてて勉

強をする。

幼児や老人をいたわることができる。

計画的にこずかいを貯めてものを買う

ことができる。

少なくなっている可能性がある。また，SAが上限

に達することは，必然的にCAの上昇にともなう

SQの下降を帰結するものであり，継時的な推移

を議論する際にはこの見かけ上のSQの下降，も

しくは停滞を念頭におかなければならない。従っ

て，当該の生徒の本質的な杜会生活能力を議論す

る際には，より適用年齢の上限の高い検査を実施

する必要があると思われる。

　そこでここでは，上述した問題を念頭におきつ

つ，プロフィール，及び未習得項目の内容からう

かがえる各対象児の社会生活能力の傾向を概観す

ることにとどめる。

　　（各対象児の傾向）

A児：前述したように4領域でSAが上限に達し
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　　　ており，良好な社会生活能力を有している

　　　ことがうかがえる。但し集団参加にややお

　　　ちこみが認められるところが多少気になる。

　　　未習得の項目の中には発達段階指数VI（8

　　　歳6ケ月～10歳5ケ月）の項目（99）も

　　　含まれており，母親に対するインタビュー

　　　でも対人関係が心配される問題として挙げ

　　　られている。

B児1SAが上限に達しているのは3領域であり，

　　　意志交換がやや低くなっていることを除け

　　　ばほぼ良好な社会生活能力を有しているも

　　　のといえよう。但し，3年前の検査結果よ

　　　りもSAが低くなっている領域が2つもあ

　　　ることがやや問題であるかもしれない。ち

　　　なみに前回習得項目であったものが今回一

　　　転して未習得となったものは，120，1

　　　24，128の3項目（内容については
　　　Tab1e．4を参照されたレ）。）であり，おそら

　　　くは記録者（母親）の判断上の変動を反映

　　　したものだと思われる。

C児：本児のSQは，全対象児の中でもっとも低

　　　く，領域別には意志交換と集団参加が著し

　　　く低い値となっている。特に集団参加につ

　　　いては，発達段階指数V（6歳6ケ月～8

　　　歳5ケ月）の項目が2つも含まれており

　　　（87，91）3年前の検査時から進歩してい

　　　ない。本児の場合もA児同様に，母親に対

　　　するインタビューで友人関係が問題として

　　　挙げられている。

D児：プロフィールのばらつきが大きく，移動と

　　　意志交換が上限に達している一方で，作業

　　　と集団参加が低い値にとどまっている。し

　　　かし，意志交換の領域では3年前の検査時

　　　と比べて著しい進歩を示している。

E児：5領域にわたってSQが上限に達しており，

　　　極めて良好な社会生活能力を有しているこ

　　　とがうかがえる。未習得の項目は全項目中

　　　一つだけ（99）であった。

　（3）IQとSQの関係

　Fig．1に見られる様に，対象児は相対的にIQの

優位な者（C）とSQの優位な者（B，D）及びど

ちらも高いもの（A，E）に分かれている。この

ことは，IQとSQが必ずしもリニアな関係あるわ

けではないとする従来の知見（Locker＆Rutter，

1970．園山ほか，．1985）とも合致する。無論，上

述したSQの天井効果を考慮すれば，A児とE児

の実質的なSQはさらに高くなり，検査の方法次

第ではB児とD児を結ぶ直線上にプロットされる

可能性もなくはない。しかし，C児のようにSQが

全対象児のなかで最も低い値を示しているにもか

かわらずIQが比較的良好である例もあり，本報

の対象児を見る限りではIQとSQとの問には明

確な関係性が認められないと結論づけた方が妥当

であろうと考えられる。

　（4）小学校6年時からの推移

　IQとSQは，大まかに言って，前者については

3年前とほぼ同様，後者については前回同様（B，

C，E）か若干の上昇（A，D）を示した。従っ

て，本報の対象児は中学校入学以来おおむね順調

に知的能力と杜会生活能力をのばしてきたものと

思われる。しかし，前述したように知的能力の面

でも社会生活能力の面でも依然偏りを示している

者があり，これから先，そうした偏りをどう克服

して行くべきか，・あるいはいかに能力的に劣って

いる部分と共存して行くかが新たな課題となって

くるものと思われる。特にIQに比べてSQが著し

く低いC児の対人関係の問題や，知的能力に遅れ

がみられ，かつ社会生活能力の領域問のばらつき

が著しいD児にっいては今後一層の配慮が必要と

なろう。

　（5）実生活における適応状況

　ここまで述べてきた対象児たちの知的能力及び

社会生活能力の諸特性が，実生活での活動にいか

に影響しているか，あるいはしていないかを理解

することは，今後彼らが進学，就職していく上で

配慮し克服していかなければならないことを明確

にするための重要な指針を提供するものと思われ

る。しかし，本報のように一年に一度の限られた

期間での調査に頼らざるをえない場合は，実生活

での対象児の活動を十分に把握することは困難で

ある。従って，ここでは母親からのインタビュー

の結果を紹介し（Tab1e．5），そこからうかがえる

対象児の実生活における適応状況を大まかに考察

することにとどめる。

　Tab1e．5を見る限り，概して対象児たちの実生

活での活動は，同年代の生徒達と比べて特に変

わった点は見あたらない。しかしC児の，父親の

財布から金を勝手に取り出す行動などはやや問題

となるかもしれない。S－M社会生活能力検査の

SQの低さも考え合わせると，今後非行化の問題

一64一



p~ 

~
~
~
 
~
!
 
~
~
 
~
m
 
~
~
 
#
,
{
*
~
 

~
~
 
~
~
<
k
,
 

^
r
~
 
4
_
~
<
 
~
!
 
Q
 
^
~
~
 
f
l
~
 
~
]
 
~
{
~
 

~
1
 
~
 
Y
~
 

n
m
(
+
 
~
~
 
+
i
~
 
E
~
l
 

+
J
 
~
~
}
~
~
!
 
1
 
~
~
~
 
~
~
 
*
~
I
~
~
 
A
J
*
 
~
~
~
~
 
4
~
~
~
 
Q
+
~
~
 
~
~
~
 
*
~
 
?
i
:
~
 
~
~
 

t
~
~
 
~
1
 
~
,
 
H
{
!
 
1
 
1
1
:
 

~::) 

~
 
i
*
~
h
 
~
!
 
~
J
 
+
;
:
~
6
 
~
~
~
 
f
~
l
~
 
i
~
<
Y
I
~
~
 
~
:
 
~
~
 
4
~
~
 
~
~
 
~
;
 

~
~
 
~
~
~
~
 
~
h
 
~
~
 

~
 
<
t
~
 
D
I
~
~
~
;
 
~
 
E
I
:
_
_
{
~
*
 
~
:
~
~
 
~
~
 

~
 
;
~
 
~
 
J
~
 
I
l
 
~
 
-
~
J
~
h
 
~
~
(
~
 
l
~
 
~
:
~
 
,
~
 
}
~
~
I
A
J
 
~
;
-

m
~
K
 
~
~
 
~
~
!
 
~
~
:
 

~
~
~
!
~
 
D
l
:
 
*
1
.
+
h
 
~
j
~
 
+
(
~
J
 
~
J
 
*
~
6
 
~
 
~
J
 
.
4
~
 
~
;
,
~
;
~
 
~
(
~
t
~
 
c
¥
]
~
J
~
U
 
~
(
~
~
D
D
'
<
~
 
4
~
(
 
+
(
~
J
 
~
~
 
^
 
~
,
~
~
~
J
~
J
 
{
~
~
~
:
~
~
h
~
 
Q
t
~
Q
;
~
 
~
~
_
 
~
V
 
h
~
 
+
(
~
J
 

~
6
 
~
~
;
 
~
I
~
~
D
:
,
~
 
~
~
 
.
 
~
~
~
e
 
'
r
v
 
~
~
 
+
6
_
 
A
J
 
h
J
 
.
 
,
 
'
 
~
~
 
+
*
 
~
u
 
~
~
:
 
~
~
E
~
 

(J 

~
~
~
 
~
 
~
 
m
~
~
i
_
 
"
~
6
~
 
~
 
~
S
 
~
 
m
~
l
~
 
~
{
1
 
^
r
~
 
_
 
~
~
 
_
 
~
~
A
J
t
<
~
 
~
l
+
~
(
~
 

+
~
t
t
 
~
~
l
 
i
~
 
*
J
 
~
*
.
 
~
)
~
~
 
:
~
+
_
{
n
l
 
:
l
i
~
~
~
 
~
~
(
,
_
~
h
 
~
+
1
_
 
~
h
Q
 
<
~
(
~
)
~
 

~
 
{
~
 
･
~
C
J
 
?
<
~
~
~
 
^
~
:
~
 
J
J
h
~
{
~
 
*
J
_
 
~
 
~
1
)
S
~
:
~
 
A
J
A
J
 
4
~
6
.
~
¥
 
~
~
~
~
 
~
~
~
+
~
~
 
~
~
~
 
~
(
~
 
~
Q
~
 
~
~
~
6
'
,
~
~
J
 

~
)
 
+
~
t
i
e
 
~
J
 
~
:
~
=
}
~
 

D
~
 
~
~
 
~
1
 
n
~
 
~
'
D
n
~
{
 
~
h
~
~
 
~
~
!
~
~
 

~
~
~
{
 
~
~
i
,
 
*
~
~
 
I
~
~
 
"
 
1
1
~
 
~
~
~
~
~
 
~
~
 
.
 
J
~
f
~
~
?
 
A
J
 
.
~
 
~
~
{
~
~
 
+
~
~
~
)
 
n
 
^
~
~
1
.
+
h
 
~
4
~
V
~
~
 
~
 
~
~
 
:
~
J
 
~
:
~
:
+
;
]
~
6
 

,
 
+
~
t
6
 
J
 
A
J
 
+
;
:
t
l
5
 
~
~
2
 
~
I
J
 

~n 

~
 
J
~
l
 
~
j
_
 
~
~
i
 
~
!
 
~
~
 
l
r
'
 
l
>
<
 
J
~
~
"
~
 

~
~
 
.
 
~
)
 
~
~
 
Q
 
~
~
 
4
 
i
U
 
~
~
I
 
~
~
v
 
~
D
l
~
 
~
!
~
 
~
~
_
 
~
!
!
 
D
i
 
~
 
~
 
~
h
 
~
~
 
~
 
~
i
l
 
~
 
Q
~
~
 
~
~
^
~
~
~
 

~
 
J
 
L
I
I
~
 
I
h
 
¥
B
I
 
J
L
 
O
~
~
 
O
o
~
J
 
C
¥
f
~
~
 

~
~
X
~
~
 
~
}
~
~
~
 
~
~
:
Q
 
~
m
 
~
~
 
~
~
l
 
~
 
*
h
 
~
!
 
~
1
i
~
 
~
;
~
l
 
~
)
~
'
r
l
 
l
r
,
 
~
:
~
 

m
l
~
 
~
~
 
~
1
E
I
 
Q
 
~
~
~
~
~
+
 
l
l
~
 
~
{
~
 
~
~
~
_
~
H
~
 

;
~
~
~
 
r
l
~
,
 
"
/
 
~
~
 
~
l
 
r
~
 
t
h
 
A
J
~
.
 
~
l
 
"
r
l
 
~
~
 
+
~
(
*
 
~
~
~
 
.
 
{
~
~
~
~
~
(
~
 
~
~
)
~
 
~
:
~
I
~
~
:
X
 

~
 
~
~
{
 
~
 
~
 

<
:
 

~
~
i
 
~
~
 
~
 
~
4
H
 
{
n
l
~
)
 
,
~
~
 
~
!
 
1
1
~
 
~
~
H
~
 

D
I
:
H
<
{
~
 
~
 
E
~
:
_
 
n
~
 
-
~
{
~
 
~
~
~
 

l
*
_
h
'
 
~
~
 
Q
 
J
~
 
~
~
 
~
<
~
 
~
6
 
*
J
 
i
h
 
~
 
*
~
 
~
i
~
~
~
 
~
I
*
 
t
{
~
 
*
~
e
 
+
~
~
~
 
l
~
{
~
~
 
~
~
:
~
 

~
;
i
*
 
~
~
 
~
i
~
 

~
~
 
~
 
~
 
~
~
 
~
 
4
~
(
 
~
 
~
 
~
F
 
~
 

~
?
 
~
 
~
~
 
~
 
~
 
~
V
 

　
　
　
　
　
　
　
　
睡
餌
虫
嚇
寂

~
'
 
+
<
 
~
;
 
~
 
~
;
F
~
 
Q
 
D
l
:
 
~
~
:
 
D
l
:
 

~
 
W
h
 
~
 
~
 
~
~
 

~
~
!
 
B
~
 
Q
 
~
 
~
)
 
P
~
 
~
.
~
 
~
+
 
~
 

~
~
i
'
 
~
!
 

~
~
_
x
 
~
 
~
 
~
 
~
 
~
~
 
~
~
 
*
 
~
{
~
i
 

l
~
_
~
~
~
+
 
{
~
~
 
~
(
 
+
~
(
 

Q
 
A
J
 
h
J
 
~
 
J
 
+
(
 
~
 
~
D
 
4
~
4
~
~
t
~
;
 
~
~
 
~
~
t
u
 
~
~
~
{
~
 
c
~
 

昧
他
帳
Q
－
H
’
山
へ
＼
ハ
ヤ
岬
ト
題
〕
罵
実
慢
魍
旧
Q
4
揮
朴

、
…
輿
揃
．
岨
①
一
ρ
吋
」
い

65



~~ 

~
~
 
~
~
.
~
 
~
i
~
 
I
D
~
 

~i 
.
 
^
 
J
 
*
<
 
~
J
 
,
~
~
 
l
.
_
h
 
~
!
 
~
~
 
I
D
~
 

"
~
~
6
 
~
~
 
~
)
~
~
 
~
9
~
 
"
^
 
~
~
!
~
 
~
)
~
~
~
 
~
~
(
J
 
~
r
~
 
.
e
 
~
~
~
;
 
~
~
H
 
l
*
*
h
 
E
~
l
 
~
)
~
~
~
 
~
 
,
i
 
+
~
~
~
(
~
~
 

~
 
?
~
~
 
~
~
~
 
*
J
 
N
~
 
~
 
~
 
~
~
 
~
~
~
 
~
S
~
l
 
~
B
~
 
~
{
 
~
!
~
!
!
 

s
<
~
 
~
)
 
^
~
!
 
~
~
 
^
f
 
~
 
~
 
4
~
¥
 
n
 
~
 
~
 

*
~
(
"
 
~
J
 
~
u
 
4
~
)
 
~
 
+
1
_
 
e
 
~
l
{
 
~
~
!
 
~
 
~
~
 

CJ 

~
~
~
x
'
 
l
*
~
 
~
f
~
 
~
~
:
 
{
~
 

J
~
'
 
4
B
{
 
 
~
!
 
a
l
l
~
 
n
t
~
~
 
~
~
 
c
o
 
c
¥
]
 
~
)
 
~
 
m
~
j
~
_
 
.
 
4
~
¥
s
<
~
 
~
~
~
 
~
~
~
,
 
~
~
~
J
 

~
 
~
 
~
Q
 
+
~
~
t
i
 
i
~
 
~
(
~
"
 
+
1
_
 
~
~
~
)
 
~
~
 
~
~
 
'
~
~
~
~
 
~
~
~
~
~
~
6
 
~
l
~
)
 
~
~
,
 
4
~
(
~
~
{
 

pn 

~
~
~
 
.
 
~
 
~
~
 
~
~
!
 
~
 
.
 
r
¥
 
h
J
 
~
 
d
~
1
,
~
 

,
 
^
J
 
+
<
 
~
{
 
~
 
4
~
d
 
,
~
~
 
r
:
:
I
 
~
~
 
t
{
¥
 
,
 
,
(
~
 
,
 

~
 
J
 
~
<
 
~
~
 
~
~
 
~
1
J
 
?
h
 
^
J
 
~
<
 
~
!
 
A
J
 
,
J
 
Q
 
~
{
~
 
{
~
~
 
~
 
~
~
~
.
 
{
n
l
~
 

<
:
 

~
)
 
.
 
~
 
~
>
 
*
J
 
~
 
D
l
l
:
 
4
~
v
 
~
~
 
~
 
~
j
~
 
I
E
~
 
r
l
~
 
~
~
 

l
~
 
~
"
 
~
(
 
~
~
~
 
i
~
~
t
i
,
 
~
!
~
~
 
^
f
~
 
~
(
~
J
 
~
6
t
<
;
 
t
<
~
~
)
 
~
~
'
r
¥
 
~
J
~
!
 
~
~
 
~
i
~
 
{
D
I
~
)
 
~
~
:
~
~
 
~
~
1
~
 
~
~
 

~
,
 
~
~
 
~
!
~
^
L
~
 
~
,
<
~
 
i
~
~
 
~
)
~
 
4
B
{
~
 
~
!
~
~
 
~
~
~
(
 
~
~
l
 
~
~
A
J
 
+
6
_
 
~
J
 
+
j
~
t
<
a
 
~
~
~
*
~
~
_
 

O
 
~
 
+
6
 

~
~
 
~
~
 
+
~
~
1
 
~
{
 
~
 
*
J
 
.
 
~
~
!
i
~
~
l
 
D
l
l
~
 
~
I
~
D
:
 
~
~
{
n
l
 
~
~
!
.
~
 
~
~
!
!
 
~
~
~
<
 
+
<
~
~
!
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
題
畝
唄
蝋
哀

~
i
;
~
 
D
I
~
;
 
Q
 
~
 
~
l
:
 
{
~
j
~
.
 
~
i
~
)
 

~
J
 
Q
 
^
J
 
~
<
 
~
)
 
^
~
~
 
,
~
/
 
.
 
~
J
~
~
?
 
~
~
~
t
i
~
 
C
¥
]
 

~
 
'
r
¥
 
.
 
~
J
~
Z
 
~
~
+
~
 
~
~
!
~
J
 
I
~
~
 
+
(
^
J
 
~
t
 
~
,
~
¥
 
~
J
 
+
<
~
J
 
e
O
 

,
 
"
 
~
~
?
 
~
!
~
 
~
 
J
 
_
 
J
~
 
~
J
 
~
 
Q
}
J
 
h
J
 
^
~
i
 
~
~
P
 
~
~
)
 
(
~
~
 

~
 
~
~
{
~
~
 
n
l
~
}
 
e
 
~
i
~
 
W
I
~
 

「
。
一
枳
ト
桃
哀
心
躬
U
1
」
酬
海
］
い
判
Q
～

．
〕
㌧
’
∩
u
　
（
誰
一
握

．
糾
斜
）
誰
斜
」

〈
騒
軸
V

~~ 

~
 
v
 
~
~
!
 
v
 
~
 
'
~
~
 
~
~
~
6
,
 
,
 
^
r
~
 
"
~
f
J
.
 
.
 
~
<
~
J
 
A
J
 
~
I
J
^
 
.
 
l
,
~
~
H
 
~
 
4
~
~
~
 
~
~
~
~
 
I
n
~
 
~
~
 

4
~
¥
 
~
 
.
 
~
J
 
+
<
 
~
)
 
4
B
{
 
 
~
!
 
~
l
 
I
~
 
~
J
 
~
<
 
~
 
l
,
~
h
 
4
 
~
~
 
H
<
 

~
J
 
+
<
 
~
:
~
 
~
~
~
l
5
 
h
J
 
~
 
^
f
~
 
~
~
;
 
~
)
 
E
:
~
~
 
~
=
 
~
!
~
 
+
6
 
~
^
r
~
 
~
~
~
 
<
r
 
A
J
 

~
~
1
 
~
?
 
,
~
~
 
~
~
}
 
~
~
~
 
~
~
:
=
 
~
'
 
*
J
~
 
~
~
r
~
~
i
_
 
~
~
 
~
¥
 
'
~
~
 
~
~
~
 

A
J
 
~
J
 
+
(
 
~
 
~
~
{
 
~
~
!
 
i
~
F
I
 
~
~
 
~
!
:
 
~
 
{
E
l
 
~
]
.
 
~
~
 
^
~
~
 
i
D
~
 
~
~
 

~ .
 
~
 
J
 
+
<
 
~
 
~
~
 
~
~
,
~
 
4
 
~
~
 
i
D
~
 

~
 
J
 
~
<
 
~
~
 
~
~
~
 
~
~
!
 
A
J
 
~
 
~
P
 
~
)
 
~
~
 
I
n
~
 

~
 
~
 
~
 
~
 
~
~
.
 
'
¥
r
u
~
{
 
l
l
 
~
1
 
J
~
:
 
-
-
~
f
 
~
~
~
F
 
~
"
 

~
~
~
~
2
 
.
 
)
~
~
:
~
~
 
I
l
 
~
v
 
~
;
 
J
 
~
Z
~
~
 
*
_
~
~
~
(
1
 
~
~
~
~
~
 
~
I
~
J
"
"
~
~
 
*
~
h
~
1
 
~
~
6
~
~
?
~
~
 
~
J
 
.
#
~
 
Q
~
~
{
h
 
~
~
~
*
 
D
n
~
;
 
.
 
~
~
:
m
~
1
~
 

4
~
~
6
 
4
~
~
 
~
:
~
t
i
 
~
6
 
~
 
:
!
~
 
+
~
~
t
i
 
~
 
J
 
~
<
 
~
{
~
 
~
 
J
 
~
 
F
h
 

o ~
 
4
~
]
~
t
i
 
･
>
 
~
J
 
^
~
!
 
~
~
7
 
v
 
~
6
 

'
r
¥
 
m
f
j
,
 
A
J
 
~
 
~
 
'
~
:
~
^
 
e
 
~
~
)
 
A
r
l
 
~
D
 
h
J
 
~
 
{
D
l
:
 

~C) 

 
 
f
m
j
;
 
+
6
 
~
 
~
~
 
t
~
~
=
 
'
*
~
~
l
~
*
"
~
~
*
=
-
'
=
 
~
W
~
.
 
~
~
~
 
Q
~
!
 
_
~
~
+
~
X
J
 
~
~
 
l
*
*
h
 
~
~
}
4
 
~
~
i
~
~
 
{
n
l
:
~
~
 

A
J
 
~
J
 
~
,
 
+
<
 
~
 
~
~
 
~
!
!
 
{
U
 
~
~
~
 
a
j
(
'
 
~
~
.
 
~
~
.
 
~
~
h
s
<
~
 
S
~
~
~
~
 
{
D
l
:
~
~
~
 

~
 
~
{
~
 
~
H
~
 
~
 
~
;
 
~
 
~
!
j
e
 
~
~
h
 
~
~
i
 
{
D
I
 

4
~
1
 
~
~
 
"
~
 
J
 
~
<
 
~
'
 
~
{
~
 
~
~
~
 
~
~
 
#
~
i
i
 
{
D
l
:
 

*
J
 
~
~
~
{
 
~
h
 
~
 
~
 
~
{
:
~
 
4
~
v
~
!
 
~
t
~
~
 
~
~
~
~
i
 
~
!
;
~
4
~
v
 
~
m
 
~
E
 
~
~
~
~
 
~
V
~
1
!
 
*
*
 
~
 

<
 

~
~
h
 
l
.
+
H
 
I
D
~
 
4
 
.
 
~
~
,
~
~
 
+
<
~
 
+
t
i
_
 
l
.
*
h
 
~
(
*
*
4
 
~
~
~
 
$
~
~
~
 
.
+
1
 
.
 
-
~
1
~
 
l
.
+
h
 
*
,
~
{
~
"
 
l
.
*
h
 
4
~
l
~
/
 
~
~
~
~
~
 
{
D
~
 
~
 
~
~
{
 

~
~
~
P
 
~
~
!
 
~
~
~
 
J
H
 
+
<
'
"
 
{
~
:
~
~
 
Q
~
~
 
~
:
~
~
~
 
~
~
~
:
 
~
~
~
~
l
 
~
!
~
~
!
~
 
,
 
~
a
~
~
~
 
~
~
j
~
~
~
 
4
~
l
~
 
~
~
.
~
 
i
D
~
 
~
~
 
I
,
+
h
 

+
1
 
~
1
 
~
:
~
 

~
J
 
~
<
~
"
 
~
~
 
~
~
~
l
 
*
~
)
 
~
~
 
~
~
~
~
~
 
~
,
~
l
 
~
1
~
I
 
~
:
~
:
 
~
~
Q
 
1
~
~
#
 
+
(
~
J
~
:
 
.
 
~
~
l
~
~
1
 
<
i
~
J
~
~
~
 
m
l
~
:
~
 

~
J
 
,
J
 
t
{
~
 
~
;
 
i
~
d
.
 
~
~
 
^
~
 
~
m
(
~
~
 
~
A
J
 
{
~
I
~
 
4
~
l
 
~
 
i
~
~
~
!
 
~
~
~
:
 
+
1
~
,
 
~
~
 
~
~
"
'
 
~
~
~
~
~
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臣
賦
里
嚇
転

~
~
 
^
f
 
~
 
~
J
 
4
~
1
 
~
J
 
+
<
 
~
~
l
 
~
,
.
 
~
~
~
?
 
H
~
t
<
~
 
~
 

Q
 
~
(
~
 
~
*
 
^
~
¥
 
~
~
 
~
J
 
~
 
^
r
~
 
.
 
~
J
~
~
~
 
c
¥
]
 

~
V
 
~
 
h
J
 
~
M
~
 
~
!
 
'
r
¥
 
o
 
~
~
 
A
r
¥
 
~
 
'
*
 
s
 
J
 
'
v
;
h
(
 
~
 
C
¥
~
 

~
 
J
 
+
<
 
~
~
 
+
~
:
~
i
e
 
h
J
 
~
 
,
~
J
 
~
l
 
+
;
:
t
t
~
2
 
~
 

+
t
i
 
,
 
~
l
~
~
~
 
v
~
 
~
~
6
 
~
l
4
~
1
 
~
1
~
 
+
(
~
J
 
~
!
~
 
~
 
^
r
~
 
t
~
~
J
 
c
o
 

畔
也
“
Q
－
H
山
へ
八
ヤ
岬
ト
認
］
舘
顯
　
　
．
㊤
①
H
ρ
内
↑

〈
く
料
〉

66



に対する対処をも含めて十分に考えていかなけれ

ばならないであろう。一方，B児やD児はIQが比

較的低いにもかかわらず友人や両親との関係も良

好であり，社会生活能力が知的能力での遅れを十

分カバーしているように思われる。特にB児の場

合は，顧問の教師の酉己慮もあって陸上部の部長と

いうリーダー的役割を与えられ，そうした経験が

将来良好な人間関係を作っていく上での大きな糧

となることが期待される。

　（6）進　　路

　Tab1e．6は，対象児の進路に関する母親及び本

人のインタビュー結果をまとめたものである。対

象児自身は「よく考えていない」と答えたC児を

除いて全員が高等学校か専門学校への進学を希望

しており，母親も同様の希望を表明している。こ

れは対象児たちの知的能力及び社会生活能力の水

準からすれば，おおむね妥当な希望であると言え

るかもしれない。また将来の職業選択にっいても，

無回答であったC児を除けば総じて現実的なもの

となっているように思われる。

　今後は高校や専門学校及び職場での活動によっ

て，対象児たちがいかに変わっていくか，あるい

はそうした状況で新たに問題となってくることは

何かを明確にしていくことが大きな課題となって

くるものと考えられる。
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Summary 

The Follow-up Studies 

on School Adjustment of Handicapped 

Children with Autistic Symptoms IX 

On Autistic Children in Regular Class 

Tai Ishikawa Shinji Satake Shigeki Sonoyama Shlgeo Koba yashi 

This is the ninth report on the follow-up study of five autistic children with relatively high 

intelligence who are in the third grade of junior high school (reguler class). In this study, the 

Tanaka-Binet Intelligence Test, the S-M Social Competence Test were examined. The results 

were summarized as follow. 

(1) Both IQS and SQS Were within the normal range or around on the borderline. 

(2) There were no significant correlations between IQS and SQs. 

(3) IQS Were almost compatible with those of three years ago. 

Key word: autistic children, follow-up study, social competence 
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